





















昭和 41 年 3 月 28 日
歯学研究科歯学臨床系













ち適当量のマーゾニン加生理的食塩水を加えて糊剤状とした凍結乾燥馬血清約 5 mg (乾燥量)を，
体重約 2 kg の健常な雄性家兎の抜髄された上顎臼歯の歯髄腔内に， 1 週ないし10 日間隔で繰り返え





分画値については，アノレブミンは初回感作後60 日頃までは減少するが， 100 日以降やや回復し， 一方




2) 抗血清稀釈重層法によって測定した沈降性抗体は感作開始後 1 週ないし 2 週日頃より出現し，




3) 感作家兎のアノレツス反応および被検家兎血清を用いて実施した Ovary 法による皮膚受動アナ
フイラキシー反応 (P CA 反応)はいずれも感作初期より陽性反応を示し，感作が繰り返されるに
つれてその強度をますのが認められたが， Prausnitz-Küstner 反応は被検家兎全例において陰性で
あった。





































櫨紙電気泳動法による血清蛋白， 免疫血清学的および組織学的検索の結果， 初回感作後 50 日から
100 日頃をピークとする過免疫の状態が持続し，ヒペレノレギー性の組織病変が惹き起こされることが確
認され，とくに局所リンパ節では感作が選延した例に，オニオン・スキン血管病変等の変質性病変が
観察されるという興味ある所見がみられた。
本論文は，経歯髄腔遷延感作という面から歯性病巣感染の成立機構の解明を試み，生体全般が原病
巣産物の持続的作用により影響を受ける可能性を，模型実験的に明らかにしたものである口歯性的z巣
感染の研究に寄与することが大きい貴重な業績と考える。
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